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研究成果の概要（和文）： 

  多種共存機構であるファシリテーションは、リターと微地形の発達により顕著となるが、
定着促進効果が生物学的侵入を促進すれば、生態系回復には負の作用となる。そこで、在
来種と外来侵入種が侵入している地域を選び、定着種決定機構に関する比較実験を行った。
その結果、リターの発達様式と侵入種の特性との対応関係が最も高く、リター発達は気候
に規定されていた。したがって、光・土壌資源や微地形よりもリター発達様式が、より侵
入種を規定することが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Although facilitation that is one of the mechanisms of multi-species coexistence becomes 

remarkable with developing litter and microtopography, the ecosystem recovery delays when 

facilitation promotes biological invasion.  To clarify the mechanisms, therefore, comparative 

experiments were conducted in the two fields where native or biologically-invasive species 

establish.  The species attributes are closely related with the development of litter that was 

regulated by climate.  I concluded that the establishment off species was determined more by litter 

development than light, soil and microtopography.   
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１．研究開始当初の背景 

  ファシリテーション(他種定着促進作用)は、多

種共存機構の意地と生態系復元の一手法として

注目されていたが、生物学的侵入を促進するこ

ともあり、ファシリテーションの機構と定着種の決

定機構を明らかとする必要があった。 

 

２．研究の目的 

  そこで、以下の 4 点を明らかにすることを
目的に研究を行った。 

(1) 自然状態における定着促進効果の定量化 

(2) 在来種と侵入種間での生活史各段階にお
けるファシリテーション利用様式の相違 
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(3) 定着促進効果に関与する環境要因の抽出 

(4) 種間の定着促進効果の相違とその機構
(特に、侵入種と在来種の相違) 

 

３．研究の方法 

  これまでの実施した、研究のフローは以下
の通り。 

 

４．研究成果 
  本研究により得られた主な成果は以下の
通り。 

(1) ファシリテーションには、微地形効果と
リター蓄積効果の 2 つがあるが、これらは独
立に定着種に作用する。 

(2) リターの蓄積の方が、微地形より顕著に
ファシリテーションに作用する。したがって、
定着種決定には、リター蓄積に伴う光環境と
水分環境の変化を明らかとする必要がある。 

(3) リター発達量は年変動があり、それは気
候と関係する。特に、乾燥の激しいときには、
多くの種に対するファシリテーション効果
は消失する。そのため、湿地よりも乾燥地の
方がファシリテーション効果は検出しにく
い。 

(4) 在来種よりも生物学的侵入種の方が、湿
地において厳しい環境の時でもファシリテ
ーション作用が働いている傾向がある。 

  以上のことから、シードトラップ効果や物
理的環境変化よりもリターを介した光・水分
変化に伴う定着促進効果が重要であるとい
える。特に、その効果は湿地における生物学
的侵入種の方に顕著であることが明らかと
なった。本現象は、各国の湿地(カナダ・欧州
の湿原)と乾燥地(荒地、ステップ、火山など)

で調べられているが、それらの研究は 1 生息
地内での知見に限られ、今後、複数の生息地
を包含した、ファシリテーションと生物学的

侵入の関係をメタ解析等を用いて解明する
ことが必要である。 
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